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合物を精油に含まれる比率(1 : 2.6 : 5.6)で混合しマウスに投与するとカレー粉精油
の0.1倍の濃度で同等の作用が確認された。よって活性化合物の混合は相乗効果を示す
ことが明らかとなった。 
以上、申請者はBA,CAを中心とした芳香性化合物の吸入投与による摂食促進作用
が嗅覚受容体などの刺激を介して起こることを明らかにした。これらの薬理作用の
発現には視床下部におけるNPY mRNA発現量の増加が寄与していると考え、さらにBA
の繰り返し投与は摂食促進作用と自発運動抑制作用の両方に基づき有意な体重増加
を示すことが明らかとなった。 
本研究は希薄な芳香性化合物の吸入投与、すなわち、においが摂食促進作用を示
すことをマウス動物実験により明らかにしたものである。これは吸入投与による医
薬品の開発やにおいを利用したセルフメディケーションの考案など、芳香性化合物
の新たな研究開発に有用な知見となると考えられる。 
よって、本論文は博士（薬学）の学位論文として価値あるものと認める。また、平
成２８年２月２６日、論文内容とそれに関連した事項について諮問を行った結果、合
格と認めた。 
 
 
 
